
                    

  

平成 24 年 11 月 13 日 

各      位 

会 社 名   株式会社アイ・オー・データ機器 

代表者名   代表取締役社長 細野 昭雄 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード６９１６） 

問合せ先   社長室 室長 真田 秀樹 

（ＴＥＬ    076－260－3377） 

平成 25 年６月期連結業績予想の修正および配当予想の修正ならびに 

繰延税金資産の一部取崩しに関するお知らせ 

最近の動向を踏まえ、平成24年８月９日に公表いたしました平成25年６月期の連結業績予想及び配当予想を下

記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 また、平成25年６月期第１四半期連結累計期間におきまして、下記のとおり繰延税金資産の一部取崩しを行い

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 

１．平成 25 年６月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想数値の修正（平成 24 年７月１日～平成 24 年 12

月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

前回予想（Ａ） 19,000 △100 △50 △100 △7.46

今回修正（Ｂ） 16,500 △1,100 △1,000 △1,950 △145.53

増減額（Ｂ－Ａ） △2,500 △1,000 △950 △1,850 

増 減 率（％） △13.2 ― ― ― 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 24 年６月期第２四半期） 
19,839 679 819 763 57.01

 

修正の理由 

当企業グループの当第１四半期の業績は、低迷するパソコン関連需要に地上デジタル放送への完全

移行後の TV 関連需要の厳しい冷え込みが重なり、前年同期を下回りました。また利益面につきまし

ても、売上不振による影響に加え、前連結会計年度終盤より続く、製品全般の販売価格の下落基調と

在庫調整の長期化が利益率の低下を招き、当初の予想を大幅に下回り、営業利益以下の全ての項目で

損失を計上する結果となりました。 
第２四半期以降の業績につきましては、成長著しいスマートフォン関連分野を中心にした提案強化

と全社を挙げたコスト削減による業績改善を目指してまいりますが、当初の想定を超える厳しい冷え

込みが続くデジタル家電市場の下、売上高は引き続き伸び悩む見通しにあります。また、利益面につ

きましても、製品価格の下げ止まりや需要鈍化にともない生じた在庫調整には時間を要する見通しに

ありますことから、売上高、営業利益、経常利益は、前回公表いたしました第２四半期累計期間の業

績予想値を大幅に下回る見込みであります。また、四半期純損益につきましても、以上の業績見込み

を踏まえ、繰延税金資産の一部を取崩し、法人税等調整額を計上した結果、前回予想を大幅に下回る

見込みとなりました。 
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２．平成 25 年６月期通期の連結業績予想数値の修正（平成 24 年７月１日～平成 25 年６月 30 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

前回予想（Ａ） 40,000 200 300 200 14.93

今回修正（Ｂ） 33,500 △1,600 △1,400 △2,300 △171.65

増減額（Ｂ－Ａ） △6,500 △1,800 △1,700 △2,500 

増 減 率（％） △16.3 ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年６月期） 
38,551 217 368 364 27.18

 

修正の理由 

当企業グループを取り巻く経営環境は、世界経済の減速感の広がり等の影響を受け、先行き不透明

感が増しております。また、デジタル家電市場の市況見通しにおきましても、不振改善の兆しは未だ

見られず、この厳しい局面は当面継続するものと予想されます。 
当企業グループは、成長分野への新製品投入と販売強化に注力するとともに、徹底したコスト削減

と在庫適正化を推し進め利益改善に努めてまいりますが、第２四半期連結累計期間の業績予想の修正

値を踏まえ、通期の業績について精査しました結果、売上高、利益ともに当初の予想を下回る見通し

でありますことから、前回公表いたしました予想を修正いたします。 
  今後につきましては、成長事業の早期確立を目指し、独自商品の企画開発を強化するとともに、研

究開発投資をはじめとする経営資源の投下分野の選択と集中を図ってまいります。また、業績悪化を

踏まえ、緊急対策の一環として、全取締役および執行役員の報酬を平成 24 年 11 月より減額いたしま

すが、今後、更なる人件費の圧縮を含めた総経費の削減、生産体制の見直しや設備投資の抑制等によ

り、収益の早期回復を図る所存であります。 
 
３．配当予想の修正 

 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計

前回予想 

（平成 24 年８月９日発表） 

円 銭

― 

円 銭

0.00 

円 銭

― 

円  銭 

5.00 

円  銭

5.00 

今回修正予想 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

当期実績 ― ― ― ― ― 

前期（平成 24 年６月期）実績 ― 0.00 ― 5.00 5.00 

 

修正の理由 

平成 25 年６月期の配当金につきましては、前回公表予想（平成 24 年８月９日公表）では 1 株当た

り５円の期末配当としておりましたが、第２四半期連結累計期間の業績および通期の連結業績予想を

大幅に下方修正する状況等を勘案し、誠に遺憾ではございますが、無配とさせていただく予定といた

しました。 

 

４．繰延税金資産の一部取崩し 

 

当期の業績見通しの修正を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討いたしました結果、平成 25

年６月期第１四半期連結累計期間において、繰延税金資産の一部を取崩し、法人税等調整額に８億 39 百万

円を計上いたしました。 

 

 
以   上 
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